
へ
の
申
し
立
て
予
告
の
催
告
書
を
１

５
８
人
へ
郵
送
し
、
５
ヶ
月
以
上
に

対
し
て
は
裁
判
所
へ
申
し
立
て
を
行

う
催
告
書
を
９９
人
に
通
知
し
、
今
後

も
納
付
が
な
い
場
合
は
、
支
払
い
督

促
に
関
す
る
内
規
に
基
づ
き
、
裁
判

所
へ
の
申
し
立
て
を
２０
年
度
中
に
実

行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
こ
の
他
、
夜
間
・
休
日
の
臨
宅
徴

収
や
保
護
者
会
、
就
学
時
健
康
診
断

時
な
ど
で
も
納
付
の
働
き
か
け
を
行

っ
て
お
り
、
今
後
も
公
平
な
負
担
と

い
う
共
通
認
識
の
も
と
、
学
校
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
滞
納
解
消
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

やしお市議会だより

５

０６
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
犬
に

か
ま
れ
た
京
都
と
横
浜
の
２
人

が
狂
犬
病
で
死
亡
し
た
例
が
あ
る

が
、
世
界
保
健
機
関
は
狂
犬
病
拡
散

防
止
の
目
安
の
一
つ
と
し
て
予
防
接

種
率
を
７０
％
以
上
と
し
て
い
る
。
埼

玉
県
及
び
八
潮
市
の
予
防
接
種
率
の

状
況
と
低
接
種
率
の
原
因
並
び
に
向

上
対
策
、
ペ
ッ
ト
が
捨
て
ら
れ
て
野

良
犬
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

平
成
１８
年
度
の
埼
玉
県
の
接

種
率
は
７１
・
６
％
。
本
市
は
登

録
頭
数
４
３
７
２
頭
中
、
２
７
９
３

頭
の
接
種
で
６３
・
９
％
と
低
い
状

況
。
原
因
は
、
年
に
１
回
の
予
防
接

種
が
、
飼
い
主
又
は
管
理
者
に
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
国
内
の

発
症
が
昭
和
３２
年
以
降
な
く
、
ま

た
、
他
の
犬
と
の
接
触
が
な
い
と
思

わ
れ
る
室
内
犬
が
多
く
な
っ
た
こ
と

や
費
用
負
担
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
野
良
犬
対
策
に
つ
い
て
、

保
健
所
や
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
が
対

応
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
「
狂
犬
病
予
防

注
射
の
接
種
や
ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
の

マ
ナ
ー
」
の
向
上
に
つ
い
て
チ
ラ
シ

や
広
報
紙
等
に
よ
る
啓
発
を
行
い
、

保
健
所
や
獣
医
師
会
等
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

A Q

南
部
中
央
地
区
区
画
整
理
事

業
地
内
に
お
い
て
民
地
内
へ
の

電
柱
設
置
に
つ
い
て
要
望
が
出
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
が
そ
の
内
容
及
び

対
応
に
つ
い
て
説
明
を
。

要
望
は
、
①
「
電
柱
が
建
っ

て
い
な
い
か
ら
電
気
の
供
給
が

遅
れ
て
い
る
。
い
つ
電
気
の
供
給
が

で
き
る
の
か
」
②
「
使
用
収
益
開
始

後
に
電
柱
の
交
渉
に
来
た
が
、
な

ぜ
、
使
用
収
益
開
始
前
に
教
え
て
く

れ
な
か
っ
た
の
か
」
③
「
電
気
の
供

給
の
た
め
に
機
構
の
管
理
地
に
、
仮

設
の
鋼
管
ポ
ー
ル
を
建
て
さ
せ
て
ほ

い
」
で
す
。

都
市
機
構
で
は
、
使
用
収
益
開
始

の
立
ち
会
い
時
や
、
使
用
収
益
開
始

の
２
〜
３
ヶ
月
前
に
は
東
電
な
ど
に

地
権
者
の
連
絡
先
を
提
供
し
、
電
柱

の
交
渉
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
交

渉
状
況
を
確
認
し
て
計
画
位
置
に
つ

い
て
機
構
の
意
見
を
提
案
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。
南
部
３
地
区
で
は

区
画
整
理
事
業
の
施
行
者
と
し
て
で

き
る
限
り
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
最

終
的
に
は
当
事
者
間
の
話
し
合
い
で

合
意
形
成
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

A Q

相
談
状
況
が
増
加
傾
向
に
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
現
状
と

体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
又
、
近
年
の
相
談
内
容
と
傾
向

を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

本
市
で
は
、
昭
和
６０
年
１０
月

か
ら
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る

相
談
を
実
施
し
、
市
民
の
相
談
及
び

ト
ラ
ブ
ル
等
の
解
決
に
あ
た
っ
て
お

り
ま
す
。
１９
年
度
か
ら
相
談
日
を
１

日
追
加
し
、
毎
週
月
・
火
・
木
曜
日

の
週
３
回
実
施
す
る
と
共
に
、
相
談

員
を
２
名
配
置
し
て
相
談
窓
口
の
充

実
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
更
に
、

市
の
相
談
日
以
外
の
緊
急
な
相
談

は
、
埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
春
日
部
に
相
談
で
き
る
体
制
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
相
談
件
数
は
、
１７

年
度
が
１
９
６
件
、
１８
年
度
が
２
０

６
件
、
１９
年
度
４
月
か
ら
１
月
迄
が

２
０
６
件
と
年
々
増
加
し
て
お
り
ま

す
。
内
容
は
、
携
帯
電
話
の
有
料
サ

イ
ト
利
用
に
よ
る
不
当
請
求
に
関
す

る
相
談
が
最
も
多
く
、
続
い
て
サ
ラ

金
、
ヤ
ミ
金
及
び
多
重
債
務
に
関
す

る
相
談
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

又
、
高
額
な
も
の
と
し
て
、
住
宅
建

築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
の
不
当
な
契
約
等

複
雑
で
巧
妙
な
手
口
に
よ
る
被
害
の

相
談
が
ご
ざ
い
ま
す
。

A Q

●
本
市
も
駅
が
開
業
し
、
今
後

も
発
展
す
る
可
能
性
が
高
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
は
今

後
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
パ
チ
ン
コ

店
等
の
特
定
施
設
の
進
出
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
草
加
市
で
は
、
特
定
施
設

の
進
出
の
際
に
、
事
前
に
近
隣
住
民

と
の
協
議
を
義
務
付
け
し
た
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。
本
市
で
も
同
様
な

条
例
を
制
定
す
る
考
え
に
つ
い
て

●
本
市
で
は
、
パ
チ
ン
コ
店
等

の
遊
戯
施
設
に
限
ら
ず
、
一
定

規
模
以
上
の
建
築
物
に
対
し
て
、
良

好
な
近
隣
関
係
の
保
持
を
目
的
と
し

た
条
例
が
あ
り
ま
す
。

●
草
加
市
の
条
例
の
場
合
、
出
店
の

A Q

●
市
の
業
務
委
託
契
約
等
で
、

不
当
に
安
い
落
札
が
あ
り
ま
し

た
。
価
格
だ
け
を
評
価
し
て
選
ぶ
今

の
入
札
制
度
は
、
労
働
者
の
低
賃
金

な
ど
様
々
な
公
正
労
働
の
問
題
を
引

き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
総
合
評
価
入

札
制
度
導
入
の
た
め
の
公
契
約
条
例

制
定
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

●
国
、
県
及
び
県
市
長
会
の

掲
げ
る
公
共
調
達
改
革
に
基

づ
き
、
入
札
制
度
等
の
見
直
し
を
推

進
し
、
公
正
な
公
共
調
達
制
度
の
構

築
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
す

が
、
業
務
委
託
先
の
労
働
者
の
低
賃

金
問
題
に
つ
い
て
は
、
清
掃
業
務
委

託
に
係
る
入
札
は
、
試
行
的
に
最
低

制
限
価
格
を
設
け
て
実
施
し
た
と
こ

ろ
で
す
。「
総
合
評
価
制
度
」
に
つ

い
て
も
、
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の

主
要
な
取
り
組
み
と
考
え
、
こ
れ
ま

で
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
委
託
業
務
に
つ
い
て
も
、
他
市

の
事
例
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A Q

●
各
家
庭
に
お
い
て
非
常
時
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
非
常
時
の

持
出
し
リ
ス
ト
表
を
作
成
し
、
配
布

し
て
ほ
し
い
。
災
害
時
の
常
備
品
に

高
齢
者
、
赤
ち
ゃ
ん
用
の
食
料
、
日

用
品
を
常
備
し
て
あ
り
ま
す
か
。

又
、
健
康
確
保
の
為
に
常
備
品
の
中

に
栄
養
補
助
食
品
を
加
え
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

非
常
用
持
出
し
用
品
の
リ
ス

ト
等
に
つ
い
て
は
「
八
潮
市
防

災
マ
ッ
プ
」
の
裏
面
に
掲
げ
て
い
ま

す
が
、
備
蓄
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

今
後
も
周
知
啓
発
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
者
、
赤
ち
ゃ
ん
に

対
す
る
食
料
は
備
蓄
し
て
ご
ざ
い
ま

せ
ん
が
、
そ
の
必
要
性
は
認
識
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
備
蓄
に
努
め

て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
健

康
確
保
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
非
常
時
に
お
い
て
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
途
絶
え
た
場
合
、
何
よ
り
大
切

な
の
は
食
料
と
水
の
備
蓄
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
災
害
時
に
は
埼
玉

県
内
に
お
い
て
相
互
応
援
に
関
す
る

基
本
協
定
を
結
ん
で
い
る
事
か
ら
、

応
援
体
制
は
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

A Q

平成２０年（２００８年）５月

４

昨
年
３
月
、
埼
玉
県
か
ら
発

行
さ
れ
た
「
平
成
１７
年
度
市
町

村
土
地
開
発
公
社
の
現
況
」
で
、

「
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
地
方
債

現
在
高
と
公
社
借
入
金
残
高
の
合
計

額
の
割
合
」
が
、
２
６
２
・
７
％
で

県
内
ト
ッ
プ
で
す
。（
県
平
均
１
８

０
・
９
％
）

こ
の
比
率
が
高
い
団
体
に
つ
い
て

は
、「
今
後
、
財
政
負
担
が
過
大
と

な
ら
な
い
よ
う
に
事
業
の
再
検
討
を

行
い
、
体
力
に
見
合
っ
た
財
政
運
営

に
努
め
る
べ
き
」
と
あ
り
ま
す
が
、

平
成
１９
年
度
も
新
規
の
土
地
の
先
行

買
い
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
指
摘
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

●
本
市
の
場
合
、
地
方
債
残
高

に
占
め
る
割
合
が
約
８４
％
、
公

社
借
入
金
残
高
に
占
め
る
割
合
が
約

１６
％
で
す
。

●
「
今
後
、
財
政
負
担
が
過
大
と
な

ら
な
い
よ
う
に
」
と
の
県
の
指
摘

は
、
市
財
政
の
健
全
化
に
大
き
く
影

響
す
る
こ
と
な
ど
十
分
認
識
し
て
い

ま
す
が
、
平
成
１９
年
度
の
取
得
分
に

つ
い
て
は
、
都
市
計
画
道
路
八
潮
越

谷
線
の
予
定
用
地
の
先
行
取
得
を
行

っ
た
も
の
で
、
必
要
な
取
得
で
あ
っ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

A

Q

今
ま
で
何
回
も
議
論
さ
れ
て

い
る
問
題
で
す
。
こ
の
地
域
の

方
達
の
要
望
も
以
前
に
も
増
し
て
強

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

町
会
自
治
会
活
動
に
対
す
る
新
た

な
支
援
を
考
え
る
べ
き
時
期
に
き
て

い
る
と
思
う
が
、
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

本
市
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
は
、
町
会
自
治
会
が
そ
の

中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
支
援
の
方
法
と

し
て
も
財
政
負
担
が
伴
わ
な
け
れ
ば

で
き
な
い
も
の
、
財
政
負
担
を
伴
わ

な
い
で
も
可
能
な
も
の
等
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
で
き
る
か
研
究
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A Q

公
園
行
政
に
つ
い
て

●
ト
イ
レ
が
な
い
公
園
に
対

し
、
計
画
的
に
ト
イ
レ
を
設
置

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
災
害
時
に
お

け
る
避
難
場
所
で
も
あ
り
、
必
要
だ

と
思
う
が
。

●
現
在
、
市
で
管
理
し
て
い
る

９２
公
園
の
う
ち
、
ト
イ
レ
を
設

置
し
て
い
る
公
園
は
３０
公
園
、
３２
箇

所
で
す
。
内
訳
は
公
共
下
水
道
に
接

続
し
て
い
る
水
洗
ト
イ
レ
が
１９
箇

所
、
浄
化
槽
対
応
ト
イ
レ
が
１
箇

所
、
汲
み
取
り
式
が
１２
箇
所
で
す
。

●
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
い
な
い
公
園

は
６２
箇
所
で
、
児
童
公
園
７
箇
所
、

幼
児
公
園
３３
箇
所
、
児
童
遊
園
２２
箇

所
で
す
。
こ
の
う
ち
、
幼
児
公
園
や

児
童
遊
園
は
利
用
者
が
少
な
い
こ
と

や
面
積
が
小
さ
い
こ
と
、
ま
た
児
童

公
園
の
う
ち
、
鶴
ヶ
曽
根
東
児
童
公

園
及
び
大
瀬
も
み
の
木
児
童
公
園

は
、
地
元
町
会
等
の
代
表
者
か
ら
不

要
と
の
意
見
が
あ
り
設
置
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
残
り
の
５
箇
所
に
つ
い
て

は
、
公
園
の
利
用
状
況
及
び
地
元
町

会
や
近
隣
住
民
の
意
見
等
を
的
確
に

把
握
し
、
設
置
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す
。
本
市
で
は
、
地
域
防
災
計
画
等

で
避
難
場
所
と
し
て
位
置
付
け
て
い

る
の
で
、
ト
イ
レ
は
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

A Q

未
納
問
題
に
つ
い
て

●
学
校
給
食
費
の
未
納
の
対
策

と
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

●
未
納
者
は
平
成
元
年
よ
り
平

成
２０
年
１
月
末
で
、
延
べ
３
０

３
１
人
、
実
人
数
で
は
８
３
８
人

で
、
繰
越
額
は
、
平
成
元
年
度
分
よ

り
平
成
１８
年
度
分
ま
で
の
累
積
で
７

０
７
１
万
２
６
８
７
円
で
す
。
対
策

と
し
て
は
、
八
潮
市
学
校
給
食
費
未

納
者
対
策
事
務
処
理
要
領
を
定
め
、

段
階
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

●
１９
年
度
は
、
２
ヶ
月
以
下
の
未
納

者
に
対
し
夜
間
電
話
催
告
を
行
い
、

３
ヶ
月
に
は
教
育
長
と
学
校
長
連
名

に
よ
る
催
告
者
を
４
５
２
人
の
保
護

者
に
通
知
し
、
４
ヶ
月
に
は
裁
判
所

A Q

３
か
所
の
指
定
管
理
さ
れ
た

学
童
保
育
所
が
今
年
度
で
指
定

期
間
で
あ
る
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。

今
年
度
中
に
再
度
、
指
定
管
理
者
を

公
募
す
る
に
あ
た
っ
て
、
今
ま
で
の

実
績
を
考
慮
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が

来
年
度
以
降
の
指
定
管
理
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

ひ
ま
わ
り
、
ど
ん
ぐ
り
、
つ

く
し
ん
ぼ
学
童
保
育
所
の
３
学

童
保
育
所
の
管
理
、
運
営
に
つ
い
て

は
、
平
成
１８
年
４
月
か
ら
３
年
間
を

指
定
管
理
期
間
と
し
て
市
内
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
３
団
体
に
指
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
平
成
２０
年
度
で
指

定
期
間
が
終
了
す
る
の
で
新
た
に
指

定
管
理
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。
選

Q

武
之
内
●
清
久

土
地
開
発
公
社
に
つ
い
て

矢
澤
●
江
美
子

大
曽
根
・
浮
塚
地
区
の
公
共
施

設
の
整
備
に
つ
い
て

学
童
保
育
に
つ
い
て

狂
犬
病
予
防
対
策
に
つ
い
て

服
部
●
清
二

南
部
地
区
内
の
電
柱
設
置
に

つ
い
て

鹿
野
●
泰
司

消
費
生
活
相
談
窓
口
の

充
実
に
つ
い
て

宇
田
川
●
幸
夫

住
居
環
境
に
つ
い
て

朝
田
●
和
宏

自
治
体
公
契
約
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

郡
司
●
伶
子

防
災
に
つ
い
て

瀬
戸
●
知
英
子

一般質問から 

定
に
当
た
っ
て
は
市
指
定
管
理
者
選

定
委
員
会
に
は
か
り
選
定
し
た
後
に

議
会
の
議
決
を
得
て
指
定
し
ま
す
。

公
募
の
際
に
は
応
募
し
て
き
た
団
体

の
財
務
内
容
や
、
類
似
施
設
の
運
営

実
績
等
を
も
と
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
い
選
定
の
参
考
に
し
て
い

ま
す
。
実
績
等
に
つ
い
て
は
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
も
入
所
児
童
の
健
全
育
成
を
図
り

つ
つ
多
様
化
し
て
い
る
保
育
ニ
ー
ズ

に
対
し
て
民
間
の
能
力
を
活
用
し
つ

つ
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

６
ヶ
月
前
の
届
出
や
広
い
範
囲
の
近

隣
住
民
に
対
し
て
の
説
明
会
を
義
務

付
け
る
な
ど
し
て
「
住
宅
地
」
と
し

て
の
良
好
な
居
住
環
境
を
保
つ
こ
と

を
配
慮
し
た
条
例
と
理
解
し
て
い
ま

す
。

●
今
後
、
本
市
と
し
て
も
草
加
市
を

含
め
先
進
地
の
事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
今
ま
で
以
上
に
対
応
出
来
る
仕

組
み
づ
く
り
を
制
度
化
す
る
な
ど
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

豊
田
●
�
雄

池
谷
●
和
代

●
平
成
２０
年
第
１
回
定
例
会
の
一

般
質
問
は
、
３
月
１３
日
、
１７
日
、

１８
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
１６
人

の
議
員
が
５２
項
目
の
質
問
事
項
に

つ
い
て
、
市
の
見
解
を
求
め
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
各
議
員
の
主
な

質
問
と
、
そ
れ
に
対
す
る
市
の
見

解
を
紹
介
し
ま
す
。

●
な
お
、
詳
し
く
は
、
５
月
下
旬

頃
、
更
新
予
定
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

用
語 

一
般
質
問 

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の

仕
事
全
般
に
つ
い
て
、
執
行
機
関

か
ら
現
在
の
状
況
や
こ
れ
か
ら
の

考
え
を
聞
く
こ
と
で
す
。 

A

森
下
●
純
三

契 約 書 


